	　テスト問題　問題用紙

	　科目：情報の科学　範囲：「情報の科学」第６章 p.121-142


１．以下の文章を読んで，次の各問いに答えなさい。
　問題を解決するためにものごとや現象を（ ① ）し，ほかの方法であらわすことを（ ② ）　という。また，そのようにしてつくられたものを（ ③ ）という。（③）により，問題を構成している（ ④ ）とそれらの（ ⑤ ）を容易に考察することが可能となる。また，（③）には模型や類似物を作成して表現された（ ⑥ ）や，数式や論理式で表現された（ ⑦ ），Ａ図であらわされたものなどがある。
（１）①～⑦に適する語句を下の語群より選び，記号で答えなさい。（１点×７）
	＜語群＞
ア：抽象化　　イ：具体化　　ウ：モデル化　　オ：要素　　カ：全体　　
キ：関係　　ク：特性　　ケ：モデル　　コ：数理モデル　　サ：物理モデル
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（２）⑥をさらに実物モデル，拡大モデル，縮小モデルの三つに分類するとき，それぞれの具体例をあげなさい。（１点×３）
（３）⑦をもとに，コンピュータでシミュレーションを行うときに，有効なソフトウェアを一つ答えなさい。（２点×１）
（４）下線部Ａについて，右の路線図をもとに，Ｂ駅を出発し，Ａ駅とＣ駅を訪れたあと，Ｄ駅に向かうとき，最短の時間となる経路を求めなさい。ただし，Ａ駅とＣ駅はどちらを先に訪れてもよいものとする。（２点×１）
２．シミュレーションにより問題を解決しようとするとき，以下のア～エの手続きが大切である。このとき，次の各問いに答えなさい。
ア：問題をよく観察し，情報を整理する。
イ：Aモデル化に必要な要素を見つける。
ウ：必要なデータを計測し，シミュレーションを行う。
エ：シミュレーションの結果を解釈し，問題解決に適用する。
（１）下線部Ａを何というか。（２点×１）
（２）ある交差点における交通渋滞をシミュレーションにより解決しようとするときに，

ア～エの手続きに該当する内容を次の①～④から選び，記号で答えなさい。（２点×４）
①車線の数，交通量，時間帯が交通渋滞と大きく関係があることがわかった。
②渋滞が起こる要因を考え，現地で渋滞する曜日や時間帯，車種などを調べた。
③右折用の車線を設置し，朝夕の時間帯によって信号の点灯時間のパターンを変えたところ，渋滞は大幅に緩和された。
④信号の点灯時間のパターンや車線数など，いくつかの要因を変化させながら，単位時間あたりの通行可能量がどう変化するかを，コンピュータを用いて計算した。
（３）以下の選択肢の中で，シミュレーションによって解決することが困難と考えられるものを一つ選び，その理由を述べなさい。（２点，４点）
	＜選択肢＞
Ａ：自動車の衝突実験　　Ｂ：飛行機の操縦訓練　　Ｃ：天気予報　

Ｄ：振り子の運動　　E：□□高校対△△高校の野球の試合の勝敗




３．以下の文章を読んで，次の各問いに答えなさい。
　コンビニエンスストアにレジが一つある。次のルールに従って，今後来る６人の客についての表を完成させ，以下の問いに答えなさい。ただし，時間の単位は分とする。

【ルール】

・客の到着間隔は，次の表に記入された時間とする。
・対応時間は，次の表に記入された時間とする。

・はじめはレジに客はいないものとする。

・客Ａの到着時刻を０とする。

・客の到着時刻が前の客のレジ対応終了時刻より早いとき，待ち行列があり，そうでないとき，待ち行列はなしとする。

・レジ対応開始時刻は，待ち行列がある場合は前の客のレジ対応終了時刻とし，待ち行列がない場合は，その客の到着時刻とする。

・レジ対応終了時刻はレジ対応開始時刻に対応時間を加える。
	客
	到着間隔
	到着時刻
	レジ対応

開始時刻
	対応時間
	レジ対応

終了時刻
	待ち時間

	Ａ
	
	０
	０
	３
	ア
	

	Ｂ
	５
	イ
	
	７
	
	ウ

	Ｃ
	１
	
	エ
	２
	オ
	

	Ｄ
	３
	カ
	
	１
	
	キ

	Ｅ
	２
	
	ク
	２
	
	

	Ｆ
	３
	
	
	３
	ケ
	


（１）表中のア～ケに当てはまる数値を答えなさい。（２点×９）
（２）最も長い待ち行列は何人か，また，最も長い待ち時間は何分か答えなさい。（２点×２）
（３）平均の待ち時間は何分か答えなさい。（２点×１）
４．以下の文章を読み，次の各問いに答えなさい。

コンビニエンスストアやスーパーマーケットでは，会計時にレジスタで商品についている（ ア ）を読み取ることで，商品情報を記録している。最近ではポイントカードを利用して，購入者の年齢層や性別などの販売情報を記録している。このように販売時に商品情報などを記録する（ イ ）システムを活用することで，戦略的に販売計画や商品開発を行っている。このしくみを裏で支えているのがデータベースである。一般的な情報システムでは，いくつかの表に分けてデータを管理する（ ウ ）データベースが利用されている。

（イ）システムにおいては，商品情報を管理する商品テーブル，ポイントカードの利用者情報を管理するポイントカードテーブル，売上情報を管理する売上テーブル，在庫情報を管理する在庫テーブルなど，多くの表を用いて管理している。これらの表は管理しやすいように言っていの規則にしたがって整えられている。このことを（ エ ）という。また，別々に分かれた複数の表は関連づけ（（ オ ））を行うことで必要なデータを抽出したり結合させたりして，ビュー表を表示することができる。
（１）ア～オに適する語句を答えなさい。（２点×５）
（２）以下の三つのテーブルを見て各問いに答えなさい。
商品テーブル　　　　　　　　　　　　ポイントカードテーブル
	（ア）
	商品名
	価格
	
	カード番号
	性別
	年齢
	職業
	配偶者

	101
	おいしいお茶
	150
	
	201
	女性
	19
	学生
	なし

	102
	アイスコーヒー
	120
	
	202
	男性
	26
	会社員
	なし

	103
	ウーロン茶
	150
	
	203
	女性
	32
	パート
	あり

	104
	うまい牛乳
	100
	
	204
	女性
	50
	主婦
	あり

	105
	健康豆乳
	100
	
	205
	男性
	45
	会社員
	あり


売上テーブル（注：商品1個売上につき１レコードが記録される）
	売上番号
	売上日
	売上時間
	商品番号
	カード番号

	1
	2014/10/10
	8:00
	105
	201

	2
	2014/10/10
	8:45
	102
	202

	3
	2014/10/10
	12:10
	103
	205

	4
	2014/10/10
	12:15
	105
	203

	5
	2014/10/10
	12:30
	101
	201

	6
	2014/10/10
	14:00
	104
	204

	7
	2014/10/10
	17:30
	102
	205

	8
	2014/10/11
	7:30
	105
	201

	9
	2014/10/11
	8:50
	102
	202

	10
	2014/10/11
	12:10
	105
	203


①2014/10/11の午前中に売れた商品の商品名をすべて答えなさい。（２点×１）
②売上個数の最も多い商品の商品名と売上個数を答えなさい。（２点×２）
③2014/10/10に売れた商品のうち，売上金額の最も大きい商品の商品名と売上金額を答えなさい。（２点×２）
（３）ポイントカードの発行申込書には生年月日を記入する欄がある。年齢ではなく生年月日を記入する理由を「年齢・売上日・生年月日」の三つの言葉を使用して答えなさい。（４点×１）
（４）（エ）を行うことのメリットとデメリットについてそれぞれ答えなさい。（４点×２）
（５）次の説明に適切な用語を，語群から選び，記号で答えなさい。（２点×７）
①データベースにおけるデータの項目。
②各項目のデータを集めて管理される１件１件のデータの単位。
③データベースの表から必要なデータを抽出するための条件を文字列として表示したもの。
④１件ごとに割り振られた整理番号のように，特定の行を識別することが可能な列。
⑤指定した属性（列）だけを取り出して新しい表をつくる処理。
⑥指定した条件を満たす行を取り出して新しい表をつくる処理。
⑦複数の表から特定の条件にしたがって，新しい表をつくる処理。

	＜語群＞
ア：フィールド　　イ：レコード　　ウ：主キー　　エ：クエリ　　オ：SQL　
カ：選択　　キ：射影　　ク：結合　　ケ：関数　　コ：ビュー表



解答用紙
	科目
	情報の科学
	年　 組　 番 氏名
	　点

	範囲
	「情報の科学」第６章 p.121-142
	
	


	１
	（１）
	①：

	②：

	③：

	④：


	
	
	⑤：


	⑥：


	⑦：


	

	
	（２）
	実物モデル：

	拡大モデル：

	縮小モデル：



	
	（３）
	
	

	
	（４）
	Ｂ駅　→　　　駅　→　　　駅　→　Ｄ駅

	２
	（１）
	
	

	
	（２）

	①：


	②：


	
	
	③：


	④：

	
	（３）
	記号：
	

	
	
	理由：

	３

	（１）
	ア：

	イ：

	ウ：


	
	
	エ：

	オ：

	カ：


	
	
	キ：

	ク：

	ケ：


	
	（２）
	人数：


	待ち時間：



	
	（３）
	
	

	４
	（１）

	ア：

	イ：
	ウ：

	
	
	エ：
	オ：
	

	
	（２）

①
	商品名：

	
	②
	商品名：
	個数：

	
	③
	商品名：
	売上金額：

	
	（３）
	

	
	（４）
	メリット：



	
	
	デメリット：



	
	（５）
	①：


	②：


	③：


	④：



	
	
	⑤：


	⑥：


	⑦：


	


解答用紙（解答）
	科目
	情報の科学
	年　 組　 番 氏名
	　　　点

	範囲
	「情報の科学」第６章 p.121-142
	
	


	１
	（１）
	①：

ア
	②：

ウ
	③：

ケ
	④：

オ

	
	
	⑤：

キ
	⑥：

サ
	⑦：

コ
	

	
	（２）
	実物モデル：
骨格標本
	拡大モデル：
DNAの螺旋模型
	縮小モデル：

地球儀

	
	（３）
	表計算ソフトウェア
	

	
	（４）
	Ｂ駅　→　　Ａ　駅　→　　Ｃ　駅　→　Ｄ駅

	２
	（１）
	パラメータ
	

	
	（２）

	①：

イ
	②：
ア

	
	
	③：

エ
	④：

ウ

	
	（３）
	記号：

Ｅ
	

	
	
	理由：

多くの選手が関係しながら試合は進行し，また，偶然によって決まるような事象を多数含んでいるため，モデル化することは困難だから。

	３

	（１）
	ア：
３
	イ：
５
	ウ：
０

	
	
	エ：
12
	オ：
14
	カ：
９

	
	
	キ：
５
	ク：
15
	ケ：
20

	
	（２）
	人数：

３人
	待ち時間：

６分

	
	（３）
	３分
	

	４
	（１）

	ア：
バーコード
	イ：
POS
	ウ：
リレーショナル

	
	
	エ：
正規化
	オ：
リレーションシップ
	

	
	（２）

①
	商品名：

健康豆乳，アイスコーヒー

	
	②
	商品名：

健康豆乳
	個数：

４個

	
	③
	商品名：

アイスコーヒー
	売上金額：

240円

	
	（３）
	売上日と生年月日の差をとれば，正確な年齢を計算できるから。

	
	（４）
	メリット：

目的別に表が分かれるため，登録や更新の手間がかからない。

	
	
	デメリット：

データを取得するときに複雑な結合操作が必要になる。

	
	（５）
	①：

ア
	②：

イ
	③：

エ
	④：

ウ

	
	
	⑤：

キ
	⑥：

カ
	⑦：

ク
	


２点








２点








各１点








各１点








計14点








各２点








２点








計16点








各１点








各１点








計14点








各２点








各２点








２点








各４点








４点








各２点








計26点







































































２点








４点








各２点








計24点








各２点








２点








２点








２点








２点








４点








計16点








各２点








各２点








各２点








計24点








２点








各２点








計46点








各２点








４点








各４点








各２点











